
観音寺市



財務書類とは
①貸借対照表

貸借対照表（バランスシート）は、会計年度末に観音寺市が保有している資産と、その資産を取得するために使ったお金の

調達方法を 表 し ています。現金の収支に注目するこれまでの決算書では表示することができなかった財産や負債等、これまで

の資産形成の結果を知ることができます。

②行政コスト計算書

行政サービスを提供する際に発生する支出のうち、資産の取得（土地や建物の購入等）に関わらない経常的な支出と、行政

サービ スの対価として得られた収入を計上しています。

③純資産変動計算書

貸借対照表の純資産の部について、増加要因と減少要因を計上し、純資産が１年間でどのように変動したのかを示していま

す。純資産の増加要因には、行政サービスの対価として支払われる以外の収入（税収や国・県からの補助金等）があり、減少

要因には、行政コスト計算書で算出される純経常行政コストや災害復旧等で臨時的に必要となった支出等が計上されます。

④資金収支計算書

貸借対照表の現金預金が１年間でどのように変化したのかを表しています。現金の使いみちによって「業務活動収支」「投資

活動収支」「財務活動収支」の３区分に分け、どのような行政活動にいくら使ったのかを示しています。

統一的な基準に基づく財務書類の作成について
観音寺市では、平成28年度決算からは「統一的な基準に基づく財務書類（以後統一モデル財務書類と言います）」の作成

方式を導入しています。

今年度は、平成29年度決算の統一モデル財務書類の4表（貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収

支計算書）を作成しましたので、その報告を行います。

観音寺市平成 29 年度決算の財務書類

財務書類４表構成の相互関係

統一モデルによる財務書類４表の相互関係は下図のとおりです。本市の財務書類についても下図の相互関係が
確認できています。

総務省 「財務書類作成要領」 P5 図4  財務書類4表構成の相互関係 より



貸借対照表を住⺠一⼈当たりの家計簿に置き換えると・・・

有形固定資産・無形固定資産

道路や学校など、観音寺市が保有する公共

施設の総額

投資等

特定の目的で積立てた基金や出資金の総額

流動資産

現金預金や現金化しやすい未収金等の総額

負債

地方債の残高や退職手当引当金などの総額

将来世代が負担する金額

純資産

道路や学校等の整備の財源として受けた国

や県からの補助金や地方税などの総額

これまでの世代が負担してきた金額

貸借対照表 (バランスシート )
貸借対照表（バランスシート）は、平成 30年 3月 31日時点で観音寺市が保有している資産と、その資産を取得

するために使ったお金の調達方法を表しています。現金の収支に注目する従来の決算書では把握することができ

なかった、観音寺市の財産や負債など、これまでの資産形成の結果を知ることができます。

観音寺市平成 29 年度決算の一般会計財務書類

※表中の数値は千円未満を四捨五入しているため、合計額が合わない場合があります。

○流動負債

約63万円

約5万円

…長期的に返していく必要
がある借金

…来年に返す予定の借金

○固定負債

人口（60,842人）は、平成30年3月末のものを使用しています。

負債 ＝

将来支払わなければならな

いお金（ローンの残高等）

貸借対照表を住民1人あたりに換算すると･･･

単位：（万円）

借方＝現在保有している資産の総額

約142万円

純資産 ＝
すでに支払ったお金
土地や建物の購入のため
に、親からの援助金や自
己資金等

約74万円
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貸方＝資産取得時の資金の調達方法

約142万円の支払い方法

所有している土地や

建物、車など

約125万円

有価証券や定期預金等

約10万円

現金や普通預金等

約7万円



行政コスト計算書
行政サービスを提供する際に発生

する支出のうち、資産の取得（土地

や建物の購入）に関わらない支出と、

行政サービスの対価として得られた

収入を計上しています。行政コスト

計算書上の収入には、行政サービス

の直接的な対価のみを計上している

ため、純行政コストがマイナスで表

示されます。

⼈件費
職員給与のほかに、賞与引当金や退職
手当引当金の繰入額が計上されていま
す。

物件費
物件費のほかに、施設の維持修繕費や
減価償却費が計上されています。

その他の業務費用
支払利息、貸付金、火災保険料等が計
上されています。

移転費用
移転費用には、社会保障給付や他会計
への繰出金、補助金等が計上されてい
ます。

経常収益
行政サービスの直接対価である使用料
や手数料、財産貸付収入、現金利子、
雑入等などが計上されています。

純資産変動計算書
貸借対照表の純資産の部の増加要

因と減少要因を計上し、純資産が1

年間でどのように変動したのかを示

しています。純資産の増加要因には、

行政サービスの対価として支払われ

る以外の収入（税収や国・県からの

補助金等）があり、減少要因には、

行政コスト計算書で算出される純経

常行政コストや災害復旧等で臨時的

に必要となった支出等があります。

資金収支計算書
貸借対照表の現金が1年間でどの

ように変化したのかを示しています。

現金の使いみちにより、3つの区分

に分け、どのような行政活動にいく

ら使ったのかが分かります。

業務活動収支
行政サービスを行う中で、毎年継続
的に収入・支出される金額が集計さ
れています。

投資活動収支
学校、道路等の公共施設の投資活動
収支や、貸付金などの収入・支出の
金額が集計されています。

財務活動収支
地方債等の借入・償還等の金額が集
計されています。

※表中の数値は千円未満を四捨五入しているため、合計額が合わない場合があります。


